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目 的 

 

 メイクアップ アドバンス プロジェクトでは、中核的専門人材の育成のために、メイクアップ アド

バンスとして、タトゥカバー、エアーブラシ メイクアップ アート、特殊メイク、死化粧のカリキュラム

を作成し、実証講座を行うこととし、カリキュラムの有効性や有用性は別途アンケート調査を行い

評価することとし、また、受講生の講座内容の理解や技術の修得度を評価するために、達成度評

価方法を検討することとした。 

しかしながら、メイクアップ分野においては、国家資格や国家検定はないため、多くの民間検定

組織（美容コンソシアムの調査では 40 を超える）が乱立し、統一された評価方法はない。また、レ

ベル分けにおいても、初級、中級、上級の考え方が全く異なる。そのため、本プロジェクトがアドバ

ンスレベルと位置付ける実証講座の達成度評価は、基本レベルの評価方法との整合性が取れず、

ブロック的キャリアップの積み上げや段位制度の構築をすることができない。したがってメイクアッ

プ基本レベルの達成度評価を含め、メイクアップ アドバンスの実証講座の個々の講座をアドバン

スとして位置づけ達成度評価を行うこととした。 

さらに、グローバル化の進展になかで、日本におけるメイクアップの在り方について、法的規制

を踏まえて議論することとした。 

 

方 法 

1、 学修達成度評価について 

具体的には、評価のためのレベルの基本フレームワークをハンドアプライメイクにおいて設計

し、アドバンスレベルとしてエアーブラシ メイクアップ、カバーメイク、エアーブラシアート、特

殊メイク、死化粧を位置づけ、各々の学修達成度評価方法を検討することとした。中核的専

門人材は、アドバンスレベルの修得は必須であり、初級、中級、上級の体系的レベルのフレ

ームワークに従い、体系的にレベルアップすることができる。本プロジェクトでは、いかなる方

法によってコンセンサスを得るかを検討したが、レベルの基本フレームワークはコンセンサス

を得ることが難しいことより、文部科学省中央教育審議会で提唱された「ルーブリックを活用し

たアセスメント」を導入することとし、ルーブリックによる評価のための、評価規準と採点基準

の評価マトリックスの作成をすることにした。数回の会議を経て、ルーブリック評価マトリックス

をまとめることとした。本プロジェクトにて実証講座を行うアドバンスレベルでは、実証講座の

カリキュラムにしたがって、中級、上級レベルの評価方法を行えば良いので、比較的簡単にコ

ンセンサスを得ることができる。3 つの部会（ハンドアプライ、エアーブラシ、特殊メイク）でそれ

ぞれルーブリック評価マトリックスの作成を行う。死化粧については、技術的な評価はハンド

アプライとかわらないため、またエアーブラシは導入されたばかりであり、試行錯誤の段階に

ある。遺体修復等は特殊メイクの技術であり、これもまた試行錯誤の段階にある。そのため、

死化粧ではルーブリック評価は次回の課題となる。 
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評価のための会議の準備あたり、以下のものを参照した。 

・中核的人材養成については成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進につい

て

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/__icsFiles/afieldfile/2012/04/03/1319412_0

2_1.pdf 

・達成度評価の事例 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2012/11/14

/1322398_05_1.pdf 

・ルーブリック評価については以下のＨＰより参照。 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/015/attach/1314260.htm 

Introduction to Rubrics ルーブリック評価入門 Dannelle D. Stevens and Antonia J. Levi 著 

ＩＳＢＮ978-4-472-40477-1 

・美容におけるキャリアアップや段位制度は、国の本事業において委託をうけたハリウッド美

容専門学校の平成 25 年度の報告書。 

http://www.hollywood.ac.jp/pdf/jigyouseika/25hollyjigyou1.pdf 

 

2、 国際比較を通じた、法的資格制度と教育機関 

平成 25 年度の文部科学省 成長分野等における中核的専門人材養の戦略推進事業におい

て、本プロジェクトの上部組織である、美容コンソーシアムよって、「美容分野の専門人材育成

を支援する産学官連携コンソーシアムの組織」の成果報告書（平成 26 年 3 月学校法人メイ・

ウシヤマ学園）が提出されている。 

この報告書（http://www.hollywood.ac.jp/pdf/jigyouseika/25hollyjigyou2.pdf）は、東南アジア

（中国、台湾、韓国等）の美容を取り巻く環境や法制度、資格制度、教育内容等の現状を報告

している。本メイクアップ アドバンス プロジェクトでも、グローバルな見地に立ち、グローバ

ルな競争環境に通じる資格制度の確立が必要であると考えられる。そのために、日本の現行

法 制 度 を 踏 ま え 、 ど の よ う な 対 応 が 必 要 で あ る か を 議 論 す る 。 （ こ の 報 告 書 は

http://www.hollywood.ac.jp/pdf/jigyouseika/25hollyjigyou2.pdf よりダウンロードできます（227

頁））。 

特に 109 頁（1.3 教員機関・制度現状調査）以降において述べられる諸外国のメイクアップの

国家資格の存在は、日本と全く異なり、国家資格取得による技術・知識の国際的保証におい

て、日本のメイクアップ分野は遅れているために、今後の国際競争力の低下を懸念するもの

であります。 

美容師法おける、美容師のメイクアップの専属的職種と現況実体のミスマッチについて 

そのような改革、改正が必要であるかまた、実行計画を策定できるか？ 
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評価方法の策定 

 

評価マトリックスは初級、中級、上級の 3 レベルに分け、それぞれ作成し、評価項目 （規準） を 3

～4 つの採点基準（A,B,C 評価）で評価することとした 。 

ルーブリック評価マトリックス自体は絶対的なものはなく、特に感性や主観に訴えるものの評価

には向かないが、評価マトリックスは、評価の際に恣意的なものを排除し、だれが評価しても中立

的な評価結果が得られる。また、評価マトリックスは教授する者が自己の教育目的にあわせ変更

することによって、柔軟な対応ができる。また、態度や出席率なども評価規準とし、他の規準との

採点においてウェイトを付けることによって、全体評価をすることもできる。 

教授側は、講義にあたり、生徒に対し当該講義の目的と採点方法を示すことができ、講義の方

向性が明瞭となる。生徒側は評価規準と採点基準によって、各項目の重要内容を容易に把握で

き、評価によって自己の弱点を知ることができる。 

評価マトリックスは、初級、中級、上級で評価項目（規準）は異なるが、同じ評価項目でも、その

採点基準は異なる。例えば、エアーブラシでは、基本知識は初級では機械等の構造や使用方法

の知識が中心となるが、中級ではそれらの組み合わせや、それらを使用する背景などの理解にも

採点基準が設けられる。技術面においても、初級ではできるかどうかが採点基準であるのに対し、

中級では基本技術を組み合わせ対応できるかどうかが採点基準となる。 

今回作成したルーブリック評価マトリックスは理論・技術の修得度合いを評価するためのもので

あり、その他の要素の規準は省略してある。そのため、教授される方は、独自の評価マトリックス

を構築するか、添付のマトリックスを再編成することが必要である。 

 

評価マトリックスは以下のものを策定する。 

① メイクアップ全般 

フレームワーク全体を決定するものであり、数名のメイクアップ検定に携わる委員によって行

う。初級レベルのコンセンサスは得られるものの中級以上においては難航することが予想さ

れる。 

実証講座に関する分野ごとの評価マトリックス 

カリキュラム従った評価マトリックスの策定であり、その評価マトリックスの策定は比較的コンセン

サスが得られる。各部会の委員によって行う。 

② エアーブラシメイク 

③ カバーメイク 

④ エアーブラシアート 

⑤ 特殊メイク 
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報 告 

1：学修達成度評価 

各部会での報告書または評価マトリックスを添付する。 

① メイクアップ全般 

報告書添付 

評価マトリックス、初級、中級 

② エアーブラシメイク 

評価マトリクス添付：初級、中級、上級については参考程度とする。 

③ カバーメイク 

評価マトリクス添付：中級 

④ エアーブラシ ボディアート 

評価マトリクス添付：中級 

⑤ 特殊メイク 

評価マトリクス添付：傷メイク初級 

具体的カリキュラムによる評価マトリックスの作成は比較的容易にできたが、メイクアップ全般に

わたる、レベルスキームの構築による評価マトリックスのコンセンサスを得ることは容易ではない。 

さらに、レベルスキームを精査する必要があり、レベルスキームの構築に当たり、より多くの参加

者によって議論される必要がある。乱立するメイク検定メイク検定の統一を見据えたレベルスキー

ムのコンセンサスと検定における段位制度構築のための評価マトリックスの策定が必要である。 

次年度においては、評価の拡大委員会を模索し、検定の運営母体の組織化等を目指す。 

 

2：国際比較を通じた、法的資格制度と教育機関 

① グローバル比較より、日本の美容法が特異であることが認識できた。 

多くの国では、ヘアー、メイク、ネイル、エステ等に資格が分かれているが、日本は美容師（ヘ

アー編重）の包括的、職業独占的（資格のないものはなにもできないまた、資格があるものは

何でもできる）となっている。 

② 美容師資格による、メイクの包摂は、メイクの需要と供給のミスマッチとなり、現実社会におい

てすでに顕在化しており、そのような事例が多く指摘された。 

③ 美容師免許を取らないメイク学科等の生徒数の減少やメイク学科からブライダル科等への組

織変更がみられ、また、メイク学科卒業生の美容科への再入学による非効率がある。 

④ 外国人留学生が日本にメイクを習いに来ても、資格を与えられないことは、国際競争力を阻

害する。 

⑤ 法的規制や運用への何らかのアクションが必要であるが、具体的行動方針はまとまらないの

が現状である。 

⑥ しかしながら、既に、教師陣サイドでは、この矛盾は分に承知されていることが確認できた。 

次年度では、この点における調査に踏み込み現実的にデータを示し、立証する必要がある。 
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ハンドアプライを中心とした 

メイクアップ全般における評価マトリックスの策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 2 月 

 

達成度評価委員会 
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アドバンス メイクアップ プロジェクト 

BEAUTY 

 
●会議主旨 
 
本プロジェクトでは中核的人材養成のためのカリキュラム作成と生徒の達成度

評価方法を行います。カリキュラム自体の内容によってその達成度評価方法は

異なります。 

 

現在、日本にはメイクアップに関する検定が各協会、団体ごとに２０近く存在

します。そして、それぞれのメイク検定評価が活躍を要する機関に浸透されず、

メイク技術の基準が曖昧になっている問題点がございます。 

メイクアップを学んだ者が、メイクアップ要する職場でメイクの資格を必要と

されず、活躍の場が制限されてしまう事が、最大の問題かと思います。 

 

今回の会議で、メイクアップビューティー部門に於いて、最低限メイクを   

職業にする上で、必要不可欠なチェック項目は何なのか？ 

また、その技術チェック項目がメイク業界で活躍する事を志す者にとって、 

重要な技術基準となるよう、国の公認資格となり得る内容項目を検討致します。 

 

●まず最初に 

メイクアップを必要とする分野も、多種多様で専門性の追求の先に技術の  

向上が図れる分野である事が殆どです。 

メイク分野の中のビューティー部門に於いて、軸となる評価ポイントは、 

（基本のメイク、TPOに合わせたメイク、皮膚衛生学、マナー）等ではないかと

思います。 

その点に於いてメイクアップ BEAUTY分野のルーブリックを検討します。 
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● 1 回目会議 

現在のメイク学校と、メイク業界に於いて起こっている矛盾点のヒアリング 
・活躍する現場でメイクの検定資格が通用されず、全くメイクとは異なる   

国家資格美容免許が適応されている。 
・世界中からメイクを学びに日本へ来ているのに、確固たる資格の提供が出来

ていない。 
・まず３段階で初級・中級・上級でチェック項目を設定する場合、そのような

項目が必要となるのか考案指示。 
 
● 2 回目会議 
３段階で考案したチェック項目を、すり合わせ再検討。 
初級案の方向性は固まったものの、中級・上級にバラつきが見え、 
各級での技術を必要とする職業に結びつけ、中級・上級の再考案を指示。 
 
初級該当職業：美容部員 

 美容師  
 エステティシャン 
写真館 

中級該当職業：美容部員スキルアップ 
       美容師スキルアップ 
       ブライダル 
       フォトスタジオ 
上級該当職業 雑誌撮影現場メイク 
       映像撮影現場メイク 
       舞台メイク 
       モデル・タレントメイク 
       メイクインストラクター 
       メイクアップ講師 
       アーティストワーク 
        
 
● 3 回目会議 

 
再考案した中級・上級の項目のチェックを行い、今回の会議をまとめる。 
会議した結果、専門性、芸術性が問われる上級スキルに関しての評価基準を見

出すのは、難しい結果となり、今回は中級までのチェックポイントをまとめま

す。 
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考案内容 

 
 
 
 

メイクアップ検定 
初級 

優秀 合格 不可 

知識・理論 皮膚生理学を十分理解している 皮膚生理学を理解している 皮膚生理学を十分理解してない 

    
基礎化粧品を理解十分理解してい

る。 
基礎化粧品を理解理解 

基礎化粧品を十分理解していな

い 

採点評価    30%   メイクアイテムを十分理解している メイクアイテムを理解している 
メイクアイテムを十分理解してい

る 

    顔の名称を十分理解している 顔の名称を理解している 顔の名称を十分理解してない 

技術・実習 モデルの肌コンディションを モデルの肌コンディションを モデルの肌コンディションを 

    十分に理解している 理解している   十分に理解していない 

    ベースメイクがモデルに ベースメイクがモデルに ベースメイクがモデルに 

採点評価   綺麗にできる 
 

できる   出来ていない。 

50%   アイブロウが、左右対称に描け アイブロウが、左右対称に アイブロウが、左右対称に 

    デザインモデルに合っている。 描けている。   描けていない。 

    アイシャドウの色とデザインが アイシャドウがムラなくメイク アイシャドウがムラになり 

    がモデルに似合っている。 出来ている   モデルに似合っていない。 

    アイラインが綺麗に描け アイラインが綺麗に描けて アイラインが綺麗に描けず 

    モデルに似合っている。 いる。   モデルに似合っていない。 

    マスカラが綺麗につけられる マスカラがつけられる マスカラが上手くつけられない 

    チークが左右対称に塗布出来色も チークが左右対称に塗布出来 チークが左右対称に塗布出来 

    デザインもモデルに似合っている。 ている。   ていない。 
 

    リップが綺麗に描け、デザイン リップが綺麗に描けている。 リップが綺麗に描けていない。 

    色がモデルに似合っている。     
  

    ナチュラルメイクが上手にでき ナチュラルメイクが上手にできる ナチュラルメイクが上手に 

    モデルに似合っている。 
 

  出来ない。 
 

クリエイティブ モデルの骨格を理解して モデルにナチュラルメイクが モデルにナチュラルメイクが 

芸術性   バランスの良いナチュラルメイク 出来ている。   出来ていない。 

 採点評価   10%   が出来、モデルに似合っている。       
 

コミュニケーション メイク準備が完璧である。 メイクの準備が出来ている。 メイクの準備が不十分である。 

 マナー   お客様と上手に会話ができる  お客様と会話が出来る。 お客様と上手に会話が出きない。 

   

採点評価   １０％   
言葉づかいを気にして上手に会話

出来る。 

言葉づかいを気にして会話でき

る。 

言葉づかいを気にして上手に会

話出来ない。 
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メイクアップ検定 
中級 

優秀 合格 不可 

知識・理論 色彩を十分理解している 色彩を理解している 色彩を十分理解してない 

 採点評価   30%    
照明によるメイクの変化を十分理

解している。 

照明によるメイクの変化を理解し

ている。 

照明によるメイクの変化を理解し

ていない。 

技術・実習 ファンデーションの種類を理解し、 ファンデーションの種類を理解し、 ファンデーションの種類を十分に 

    
用途に合わせ選び使いこなす事が

出来る。 
用途に合わせ選ぶ事が出来る   理解していない 

 採点評価   骨格分析が十分に出来る 骨格分析が出来る。 骨格分析が出来ない。 

50%   洋装ブライダルのドレス、ヘアーに 洋装ブライダルのドレス、ヘアーに 洋装ブライダルのドレス、ヘアー 

    色デザインがモデルに合っている。 合わせメイク出来ている。   がモデルに似合ってない。 

    和装メイクが着物、帯、ヘアーに 和装メイクが着物、帯、ヘアーに 和装メイクが着物、帯、ヘアー 

    色デザインがモデルに合っている。 合わせメイク出来ている。   がモデルに似合ってない。 

    イメージ変化メイクを十分に理解し 和装メイクが着物、帯、ヘアーに 和装メイクが着物、帯、ヘアー 

    色デザインがモデルに合っている。 合わせてメイク出来ている。   モデルに似合ってない。 

    
年代メイクの特長を理解し、モデル

の骨格に合わせてメイク出来る。 

年代メイクのデザインを理解し、 

モデルに合わせてメイク出来る。 

年代メイクのデザイン特長を理解

出来ない。 

    撮影現場でのライティングを理解し 撮影現場でライティングを理解し 撮影現場でライティングを理解 

    メイク出来モデルに似合っている。 メイク出来ている。   出来ない。 
 

クリエイティブ モデルの骨格を理解して モデルの骨格を理解して モデルにナチュラルメイクが 

芸術性   目的別メイクが出来、モデルに 目的別メイクが出来ている。 
 

出来ていない。 

 採点評価   10%   似合っている。       
 

コミュニケーション 
お客様の話を十分に聞き出し、要

望を理解する事が出来る。 

お客様の話を聞き出し、要望を理

解する事が出来る。 

お客様の話を聞くことが出来ず、

要望も聞き出せない。 

 マナー   お客様と上手に会話ができる  お客様と会話が出来る。 お客様と上手に会話が出きない。 

   

採点評価   １０％   
言葉づかいを気にして上手に会話

出来る。 

言葉づかいを気にして会話出来

る。 

言葉づかいを気にして、上手に会

話出来ない。 
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参考（各委員の案の比較） 

分かりするために、職業によるレベルの分け方の提案 

 

  初級 中級 上級 

職業 美容部員 美容部員スキルアップ 雑誌撮影現場メイク 

美容師 美容師スキルアップ 映像撮影現場メイク 

フォトスタジオ ブライダル 舞台メイク 

  フォトスタジオ モデル・タレントヘアメイク 

    メイクインストラクター 

    メイクアップ講師 

    アーティストワーク 

 

初級においては、通常のメイクでき、説明できる程度であればよいというコンセンサスを得ることは

できた。 

中級、上級になるとコンセンサスを得ることはできなかった。そのため、わかりやすくするために、

職業別によってレベル分けを行い、それをベースとしてどのような評価項目が必要であるかを、各

自検討し、全体を照らし合わせることとした。 

具体的には以下のマトリックの雛形に各自、評価項目（規準）、チェック項目(採点基準)、チェック

ポイントを書き提出することとし、それらを全体ですりあわせることとする。 

 

まずは、下記のフォーマットにご記入下さい。　
項目、チェックポイントは、増やして頂いても構いませんが、現時点ではあまり細かくならないようお願い致します。

項目 チェック項目 チェックポイント 良い 普通 悪い

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

会議の中でも、『中核的人材の育成』をどの範囲で捉えるかが難しい点となっておりました。
しかしながら、今回はまずは中核的人材はいわゆる教員（基礎知識や知見を備え、技術枝を修得しており、教授することができる人）
といった内容で考えていきたいと思います。
『メイクアップ　ビューティー』とありますが、上記の意味合いを踏まえた上での内容をご検討下さい。

※評価の部分は、気にしなくて大丈夫です。

評価

MAKE UP 　BEAUTY 　

4

5

1

2

3
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サンプルＡ 

以下のようなシートが各委員から提出される。 

 

初級

項目 チェック項目 チェックポイント 良い 普通 悪い

1 道具の名称と準備 道具名称を理解、準備ができる
2 それぞれの使用目的 道具の使用目的を理解
3 肌の基本構造 肌の構造を理解できる

1 スキンケアの目的 それぞれの使用目的を理解
2 スキンケア施術 化粧品の使いこなし
3 パックの種類と施術法 様々なパックの目的を理解

1 コントロールカラー 部分的な肌色調整を理解
2 コンシーラー 目的を理解し使いこなせる
3 ファンデーションの種類 様々な種類と特性を理解

1 リキッドファンデーション 手指を使っての塗布
2 フェイスパウダー 均一に塗布できる
3 ハイライト＆コントァー 正しい位置の理解

1 理想的なプロポーション フェースプロポーションの理解
2 人種による違い 人種間のパーツ配置を理解
3 自身の顔分析（２D） 自身の顔型、パーツ配置を理解

1 基本のプロポーション 基本的な眉型を理解
2 道具の種類 様々な種類と特性を理解
3 施術 左右の非対称に気づける

1 道具の選択 アイシャドウタイプとブラシの選択
2 様々な入れ方 縦割り、横割り等の理解
3 まぶたの立体感 明暗での立体感表現

1 アイラインの種類と使用法 様々な種類と特性を理解
2 ビューラーの使用方法 自分にやる際との違いを理解
3 マスカラ施術 均一に塗布できる

1 道具の選択 適切なブラシが選択できる
2 シェイプによるイメージ変化 様々なライン取り
3 化粧品の選択 ペンシル､リップスティック､グロス

1 チークカラーの目的 顔色の調整、小顔効果
2 入れる位置を理解 顔型による位置変化を理解
3 入れる向きを理解 入れ方によるイメージ変化を理解

1 道具準備と肌の構造

2 肌の構造とスキンケア

3 ベースメイクアップ　１

4 ベースメイクアップ　２

5 フェイスプロポーション

6 アイブロウ

10 チーク

7 アイシャドウ

8 アイライン、マスカラ

9 リップ

 

 

中級

項目 チェック項目 チェックポイント 良い 普通 悪い

1 ナチュラルメイクとの違い デイリーメイクとの違いを理解
2 クリームファンデーション スポンジによる塗布
3 ポイントメイク カラーセレクト、付けまつ毛、等

1 平面美の理解 立体美との違いを理解
2 黒留袖のメイク 伝統的な和装メイクを理解
3 振袖のメイク 現代的な和装メイクを理解

1 黄金比の理解 理想的な顔の立体感を理解
2 自身の顔分析（３D） 自分の顔の面取りができる
3 他者の顔分析（３D） 他者の顔の面取りができる

1 骸骨の分析 人間の顔の骨格の理解
2 自身の顔の分析 自分の顔の凹凸が認識できる
3 自身の顔を骸骨にする 自分の顔を骸骨にできる

1 変身願望の理解 なぜ他者になりたがるか理解
2 別人に似せるメイク タレントに似せるメイクができる
3 他アーティスト作品模写 アーティスティックな作品を模写

1 清潔感の表現 メークでの清潔感表現ができる
2 上品さの表現 メークでの上品感表現ができる
3 デコルテ、手のメイク 水白粉が使用できる

1 色彩学の基礎 色の三属性の理解
2 カラーコーディネーション 色が肌色に与える影響を理解
3 肌色、髪色、瞳色の分析 似合う色を見つけられる

1 悩みを引き出す方法 日頃の悩みを聞きだせる
2 技術的な解決法 悩みを解決する技術がある
3 説明に必要な理論 施術内容を説明する力がある

1 希望イメージの引き出し方 なりたいイメージを聞きだせる
2 提案力 新たなイメージを提案できる
3 製品魅力が伝わる使い方 製品の発色を意識できる

1 リキッドFDをブラシで塗布 指、スポンジとの違いを理解
2 クリームチーク＆アイカラー パウダータイプとの違いを理解
3 フラッシュによる色変化 色とびと対応策を理解

1 パーティメイク

2 和装メイク

3 立体分析

4 骨格分析

5 変身メイクと模写

6 ブライダルメイク

10 スチール撮影のメイク

7 似合う色の見つけ方

8 カウンセリング法

9 化粧品販売の為のメイク
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上級

項目 チェック項目 チェックポイント 良い 普通 悪い

1 時代背景の理解 ハリウッド映画の歴史　～1939
2 眉つぶし 眉を消すテクニック
3 モノクロ撮影の注意点 カラー撮影との違いを理解

1 時代背景の理解 ハリウッド映画の歴史　1940～
2 個性美の表現　１ モンローのメイクができる
3 個性美の表現　２ ヘップバーンのメイクができる

1 時代背景の理解 ツィギー等のトレンドを理解
2 ダブルライン ダブルラインの表現
3 まつ毛強調のテクニック 描きまつ毛、付けまつ毛の表現

1 使用する意味と効果 利点と効果を理解
2 機材の使い方 正しく機材を使用できる
3 施術 美しく仕上げられる

1 アザの表現 自然なアザが表現できる
2 傷の表現 プラストワックスが使用できる
3 火傷の表現 様々な火傷が表現ができる

1 文化的背景の理解 結婚式、神の違いを理解
2 ベースメイクアップ 紅、中高を理解、表現できる
3 ポイントメイクアップ 笹眉、唇の輪郭修正

1 撮影現場で求められるもの 屋内、屋外での違いを理解
2 時間的制約があるとき 短時間でメイクを仕上げられる
3 効果的な化粧直し リタッチの方法を理解

1 舞台メイクの特殊性 デイリーメイクとの違いを理解
2 距離による見え方の違い 見え方の違いを理解
3 照明による見え方の違い 見え方の違いを理解

1 老化によって現れる変化 老化による変化を理解
2 ベースメイクアップ 血色の良し悪しを理解
3 シワの表現 シワの現れる場所を理解

1 マッサージ 基本的なマッサージが行える
2 若々しく見えるメイク 老化のサインを消せる
3 健康的に見えるメイク 健康的に見せることができる

1 19３0年代のメイク

2 19５0年代のメイク

3 19６0年代のメイク

4 エアブラシ

5 特殊メイク

6 和装花嫁

10 高齢者へのメイク

7 動画撮影のメイクアップ

8 舞台メイク（ストレート）

9 舞台メイク（エイジメイク）

 

 

それらの委員の評価表を同一分類で照らし合わせ整理する 
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上級メイク　照らし合わせ

A B C

年代メイクファッションメイク

アザ、タトゥーの消し方

白塗りメイク

SFX（特殊メイク）

撮影メイク

フェイスペインティング 舞台メイク

撮影メイク

老人メイクエイジングメイク

アートメイクインスピレーション

トータルバランストータルバランス

 

 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

平成 26 年度文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業 

「メイクアップ分野における中核的専門人材養成のためのプログラム開発と実証（略称：メイクアップ アドバンス プロジェクト・新技術の導入と応用）」 

制作・著作 メイクアップ アドバンス プロジェクト委員会 
P 14 



ADVANCED MAKEUP PROJECT 

中級メイク　照らし合わせ

A B C D E F

2 和装メイク 和装ブライダルメイクアップ 和装花嫁・和装メイク 和装メイク

1 パーティメイク 洋装メイク

4 骨格分析 顔分析 メイク造形学（骨格）

3 立体分析

イメージメイクⅠ
キュート or クール

6
イメージメイクⅡ

エレガント or グラマラス
イメージメイクⅡ

エレガント or グラマラス

5
イメージメイクⅠ

キュート or クール

ブライダルメイク

8 似合う色の見つけ方 パーソナルカラー パーソナルカラー

7 洋装ブライダルメイク 洋装ブライダルメイクアップ セレモニーメイク

10 スチール撮影のメイク 撮影を考慮するメイクアップ 写真館メイク

9 カウンセリング法 心理面に影響するメイクアップ ロールプレイング アンチエイジング

個性表現としてのメイクアップ

自己演出としてのメイクアップ

色と形と質感　デザインメイク

カウンセリングメイク

ファンデーションの特徴

トータル

接客対応

ポイントメイク

スキンケア

ファンデーション

ポイントメイク

ベースメイク

18

11

12

13

14

15

16

17

 

 

これより理論・技術の両面より調整をおこなう。集約できるところは集約し、評価項目を見直す。 

初級、中級の最終版は先に提示したものである。 

しかし、上級はコンセンサスを得ることはできなかった。上級では感性や芸術性が評価されるので

あるなら、それらは評価できないとした。上級レベルで案を出した委員は 3 名にすぎなかった。案

を出した委員は、職業訓練的または感性評価を避けるものである。 
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ルーブリックによる評価マトリックの作成 

 

 

 

 

1：エアーブラシメイク ビュティー 初級 

2：エアーブラシメイク ビュティー 中級 

3：エアーブラシメイク ビュティー 上級 

4：タトゥカバー 中級 

5：ボディアート 中級 

エアーブラシ部会 

 

6：特殊メイク 傷メイク 

特殊メイク部会 
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平成 26 年度文部科学省 「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」 事業 
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メイクアップ アドバンス プロジェクト委員 

 

プロジェクト責任者 橋本　邦比兒 専門学校東京ビジュアルアーツ・校長
事務責任者 三井　洋 専門学校東京ビジュアルアーツ・学務部長
事務局 高田愛子 専門学校東京ビジュアルアーツ・学科長
事務局 金子知巳 専門学校東京ビジュアルアーツ・事務局
運営責任者 浅野輝幸 マリブＴＥＭＰＴＵ・代表
評価委員長 小田切多喜 専門学校東京デザイナー学院・メイク学科
評価委員 ティニー西村 山野美容芸術短期大学・教授

評価委員 山崎紀代
国際デザイン・ビューティカレッジ・講師、
百日草理事

評価委員 井上和彦 カズメイクアップクリエーション・代表

評価委員 井口浩子
日本メイクアップアーティストネットワーク
（ＪＭＡＮ）・事務局長

評価委員 持田美千代 三善メイクアップ研究所
評価委員 田上聖晃 群馬県美容専門学校・講師

エアーブラシ委員長 浅野覚仁
マリブＴＥＭＰＴＵ、専門学校東京ビジュアルアーツ
ハリウッドビューティ（専）講師

エアーブラシ委員 奥山　一成 山野美容専門学校・講師

エアーブラシ委員 奈須みゆき
早稲田美容（専）、ハリウッドビューティ（専）、
東京ビューティアート（専）千葉校講師

エアーブラシ委員 大嶋晃子 群馬県美容専門学校・講師
エアーブラシ委員 岡野訓子 静岡デザイン専門学校・講師
死化粧委員長 宿原寿美子 日本ヒューマンセレモニー専門学校・講師 
死化粧委員 服部慎吾 有限会社　セレモ九州要
死化粧委員 山崎美幸 株式会社長野エーコープサプライ
特殊メイク委員長 江川悦子 株式会社メイクアップディメンションズ・代表
特殊メイク委員 荒川紀之 株式会社メイクアップディメンションズ
特殊メイク委員 山岸福明 株式会社メイクアップディメンションズ
特殊メイク委員 百武朋 株式会社百武スタジオ・代表
特殊メイク委員 中田彰 株式会社ゾンビストック・代表
特殊メイク委員（大阪） 寺川万里子 大阪デザイナー専門学校・講師
薬事委員長 大嶋耐之 金城学院大学薬学部・教授
アンケート・男女共同参画委員 浅野みどり 名古屋大学医学部保健学科・教授
大阪運営委員 石川武志 大阪デザイナー専門学校・学科長
大阪運営委員 川添雅英 ＥＣＣアーティスト専門学校・事務局
助言・協力 佐藤琴子 ココスタジオ・代表
助言・協力 石原　瞳 株式会社ラッシュドールジャパン・代表
助言・協力 国島徳博 株式会社インテンド・代表
助言・協力 田中浩至 嶺美会・代表
助言・協力 西尾英二 ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会・理事
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学修達成度評価方法の検討と評価基準の作成 

制作・著作：メイクアップ アドバンス プロジェクト委員会 達成度評価部会 

達成度評価委員 

小田切 多喜（東京デザイナー専門学校） 

ティニー西村（山野美容芸術短大） 

井上 和彦（カズメイクアアップクリエーション、前早稲田美容専門学校） 

山崎 紀代（国際デザイン・ビューティカレッジ、百日草） 

井口 浩子（ＪＭＡＮ事務局長） 

持田 美千代 （三善メイクアップ研究所） 

田上 聖晃（群馬県美容専門学校） 

江川悦子（株式会社メイクアップディメンションズ） 

浅野 覚仁（マリブＴＥＭＰＴＵ、専門学校東京ビジュアルアーツ講師） 

奥山 一成（山野美容専門学校） 

奈須 みゆき（早稲田美容専門学校、ビューティアート千葉校、 

ハリウッド美容専門学校講師） 

岡野 訓子（静岡デザイン専門学校） 

浅野 輝幸（マリブＴＥＭＰＴＵ） 

報告書制作 小田切 多喜 
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文部科学省の委託事業に採択され支援を受け作成したコンテンツは広く開放すべきとされ、下記

ホームページにおいて公開されています。詳細はホームページをご覧ください。 
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